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〔テ叫マ〕

「本校における中高一貫教育のペwスを落とさず忙，しかも，高校からの新規入学者に対

して過重な負担をかけなぃよう托する，古文学習指導上の【一つの試み。i

〔テ叫マ設定の理由〕

1・本附属駒場中学校入学者は，中高叫買教育の線にそって，国語科にぉいては，中3の週

当た力投業時数5時間のうち1時間を，主として文語文法の学習指導把あてている。

そこで払 年度によって多少の差はあるが，およそ，次のような学習指導が行なわれて

ぃる〇

a

一学期払 口語文法の助動詞なぃし助詞以下の内容。

b 二学期以後は，文語文法および国語教科書採録の古文教材壌たはプリントによる古文

の補助教材。

従って，高校への進学時において，文語文法をタ 十分かこではなくとも，－わた力学習し

ている段階にある。

a 高校から新規に入学してくる生徒（51年慶，52年慶とも44名）は，出身中学校が

填ち填ちであゎ，従ってァ 文語文法の学習程度把も自然ムラが見られ，かつ，その多数の

者は文語文法を学習してぃない，というのが現状である。＜二資料‡を参照＞

a 本高校の学級構成捻，全クラスとも，1の系列の生徒29～30名，2の系列の生徒11

名，計40～′41名から成っている。そして，高2，高3の－一部の特殊な授業を除いて，

ふつう，全教科ともホームル叫ム構成学級単位で授業が行なわれてぃる。

従って，⊥評二系列の生徒の，主として絃文語文法の既習惨末習の差，そして，ある程

度での古文への接触の親疎の差を考慮した場合夕 教室での古文学習指導の展開にあたって

払 担当教師把よる何らかの指導上の工夫が必須の課題となる。

乱 その場合，工夫の内容払

a 古文学習指導の目標をどこにおく（ペき）か。

b 対象生徒の素質⑳能力◎興味噛関心◎意欲の程度はどうであるか。

という二点と切力離しては考えられない。

5．上記二点のできるだけ明確な把撞紀勢めつつ，可能夜かぎカ，1の系列の生徒（および，

2の系列中の生徒でまの系列の生徒綻準ずる者）の学習意欲をも満足させ，かつ，2の系

列の生徒（および，1の系列中の生徒で2の系列の生徒把準ずる者）の多数の者把学習上

の過大な無理を来たさない£う托するための叫つの試みとして，以下の実践を計画し，実
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施してみた。

〔試みの具体的な内容〕

1．教室で教材として扱う作品どと把，すべて，教師の手把よって～ 必要と認めた範囲内で，

語法につぃて解説したプリントを作成し，これを事前把全生徒に配布する。

之
このプリントは，教室での学習内容として正面から取り上げることはせず，生徒各自の

家庭での予習◎復習時把おける，語法面（びゎては内容理解面）に関する学習の参考◎手

掛カとして利用させる。

a 教室での授業内容は，できるだけ古文そのもの把多く接することを目標とし，細部把捉

われすぎることなく，古文の文体把憤れ，親しむことを目指し，そのための，教師による

範読，および生徒自身への指名読みを重視する。

4・上記プリント配布の最大の狙ぃは，中学校で文語文法をあ壇カ（あるい払 はとんど）

学習して来夜かった生徒が，これを参考として自学自習を試み，はぼ一挙期，さらには夏

休みの期間を通しての学習把よカ，二学期以後は，生徒全体が文語文法把関しては同一線

上把並んで学習してゆけるよう托することを目指したところにある。

5・語法面の学習は，主として家庭での学習に任せてある以上，当然，生徒把は靡問ないし

理解でき凌いところが生じてくる。それらの点に関して払 教室で質問することシ あるい

は個人的把教師のもと把質問◎相談把来ることを指示しておく。

6 プリントをどの程度利用しているか，あるh払 理解の程度はどの程度であるか，等把

ついてはタ 授業中，機会をとらえて生徒に呼びかけてみたカ，質問をしてみて，状況を打

診する。

て／」＼凄めな′」＼テストは，生徒の理解度を測カ，学習を刺威して，一見よさそう把思えるが，

過重な負超を強いる惧れが大きいので避ける。4で目指した狙いの達成度は，－学期末の

試験のできばえで考量する。
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資料f 52年度 高1古文授業内容。進度

（授業時数） 過当たゎ 2時限。

（使用数科書） 鰍ぎi書店「高等学校 敏一 三訂版

10

11

12

13

14

15

16

17

4月11巨ヨも月）

13巨〕（水）

18日（月）

20日（水）

25日（月）

27日（水）

5月 2日（月）

4日（水）

9日（月）

11日（水）

16日（月）

18日（水）

23日（月）

25日（水）

30日（月）

6月 1日（水）

6日（月）

8日（水）

13日（月）

15日（水）

20日（月）

（新入生高1オ」ノェンテ仙ション。授業なし。）

古文学習の初めにあたって，導入の話

「検非違使忠明，清水托して…ゆ。」釘全文。

（国電ストのため，自宅学習。授業なし。）

「つはものだてける者，わが影を見て。…◎」の前半。

同 上 の後半。

「鈴鹿の山托して，晩 盗人を◎◎◎◎」の前半。

同 上 の後半。

プリント教材「利仁の将軍，若き時，◎◎¢¢」第1時。

同 上 第2時。

同 上 第3時。

（菅平校外生活のためタ 授業なし。）

向 上 策4時。

同 上 第5時。

「今昔物語集」の壇とめ。語法上注意すべきことの壇とめ。

i‾平家物語」の導入。「魔の谷」の前半。

「魔の谷」の後半。

「魔の谷」から「息慶の都落ち」への推移等。

「忠慶の都落ち」の前端，B生徒ヘアンケ¶仙卜取紙配布。

「忠慶の都落ち」の後半。7ンケーート伺紙回j灰。

（教師欠勤のため，授業なし。）
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18

19

2 0

21

2 2

2 3

6月22日（水）

27日（月）

29日（水）

7月 4日（月）

6日（水）

11日（月）

生徒全体にアンケⅦ“一ト調査。参考「恵庭の最期」

「逆櫓」の前半。

同上 の後半。

「能登殿の最期」

同 の壇とめ。「平家物語」の壇とめ。

く期 末 考 査＞

く注＞1）1年4組のみは，5月9日（月），11巨〕（水）の2日間，いずれも生徒自治会

総会と授業時間とがぷつかったため，授業なく，それだけ圧縮して「利仁の将軍，

⑳◎◎◎」を学習した。

2ノ 6月13日（月）欄のB生徒と払 本附属駒場中学校以外の中学校から進学して

きた生徒を指す。
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囁科u 高校から新たに入学した生徒托対しての7ンケw仙卜

「中学校で，古典及び文法についてどのくらい学んだかを知り．今後の国語の授業の参

考をこしたいので，次のアンケ ト㌢こ答えなさい。壬～Ⅴについては，少しでも学んだこと

があれば，記号を○で囲みなさい。ただし，中学校で学んだことだけについてで，個人的

托勉強したものは除き凛す。」の問いに答えたもの。

（対 象） 51年変◎52年度とも44名。

（調査期間） 昭和51年6月◎向 52年6月。

く注′＞．以下の数字は人数を示す。左側51年度舟右側52年度。

i次のことにつぃて

ア ロ語の文法

イ 文語の文法

り 古文

工 和歌。俳句

オ 漢文

力 演詩

4 4

14

4 3

4 3

2 0

3 2

4 4

16

4 4

4 ∠を

17

3 4

B口語の文法について

ア 名詞（含代名詞）

イ 動詞

り 形容詞

工 形容動詞

オ 連体詞

力 副詞

キ ヨ妾続詞

ク 感動詞

ケ 助動詞

コ 助詞

サ 補助弼言

シ 敬語法

ス 文節の関係

4 0

4 4

4 4

4 4

4 0

41

1

0

4

4

34

4 0

31

2 9

3 5
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4 3

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

3

9

ゥ山

4

3

4

41

3 2

2 6

3 7

Ⅲ文語の文法につぃて

ア 名詞（含代名詞）

イ 動詞

ウ 形容詞

工 形容動詞

オ 連体詞

力 副詞

キ 接続詞

ク 感動詞

ケ 助動詞

コ 助詞

サ 補助用言

シ 敬語法

12

7

2

2

妻1
葦2



Ⅳ古文托おける次のことについて

7 枕詞

イ 序詞

り 掛詞

工 縁語

オ 対句

力 係り結び

キ悪書簑琵

Ⅴ古典作品について

了 竹取物語

イ 枕草子

り 説話

工 平家物語

オ 徒然草

力 狂言

キ 和歌

ク 俳句

ケ 論語

コ 漢詩

サ 故事球語

シ その他

◎紫式部日記

◎奥の細道

◎万葉集

◎源氏物語

3 7

18

17

31

12

3 3

19

21

31

15

3 9

3 3

16

2 4

19

3 5

21

10

16

3 9

3 3

2 6

31

4 2

17

41

3 7

2 0

3 3

2 5

Ⅵ吉敷学習上の内難点

（♪ 文法につぃて

了 学習し拓くい
勉強法がわから
ない

イ 助動詞

り 助詞

② 古文について

7 語の意味

イ 文の意味

り 勉強のしかた

ェ悪霊震の選定
オ 歴史的背景

力 訳し方

キ
どこ－まで読みと

るか

12 2 2

2 9

2 7

2 0

19

21

14

2 4

18

工毒孟嘉の選定
オ 活用語

力 用言の弼法

キ 要とめてほしぃ

（誘 漢文ケこついて

7 漢字

イ 勉強のしかた

り 読み方。表現

工 文の意味

オ 語の意味

カ時代世相と内容
の読みとり

キ 参考書

ク 適当な読み物を

ケ
さっばカわから

なレつ

17

16

15

1！19

jll

：…毒

三≡皇
13

1∃17

くこ注二＞ Ⅵの項目の51年慶と5 2年変との数字の差は，51年変調

査では出身中学校にかける学習上の困難点について答えさせた

のに対し，52年変調査では，本高校に入学してからの学習上

の困難点を答えさせたことの相違に基づくものである。
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資料Ⅲ 本校高1生徒を対象とした古文の学習に関する調査

（対 象）A 東京教育大学附属駒場中学校出身者 115名（1組 27各

2組 29名，3組 30各 4組 29名）

B
A以外の中学校出身者 44名（各組とも11名）

（調査凝旧）昭和52年9月上旬

1）・－一学裁の学習を通して，何らかの意味で古文読解の力がつぃてきたと思ぃ要すか。

ア かなカ（ある程度）ついたと思う。

イ ふつう〇

り はとんど（優るきカ）ついてい凌いと思う。

エ そのイ鮎

「その他」の具体的記述内容 A 7名，B 4名，計11名

○ 特についたとぃう自覚はなぃが，古文に対する旗抗感ばかなカ少なくなったと思う。・（A）

○ 少しはついたと思う。（A）

○ 他の人把比べるとついたとは言え凌いが，中学の時の無に等しh力に比べれば，力がつ

いた。（B）

○ 品詞分解砂動詞◎形容詞魯形容動詞砂助動詞（未完成だが）の清風 古文単語の意味な

どはわかってきたが，全体的実力は行亀（B）

△ 短文なら読みとれるが，長文になるとわけがわからなく夜る。（B）

∠ゝ 期末試験当時は相当力がついていたが，夏休み中壇るでやらなかったので，現在は古文

読解の力は優るでなぃ，と思われる。（B）

△ 学習とぃうもの自体，学校で教師の話を開いていただけで，中3～高校にかけて文法的

なことを全くやらなかったので，この段階ではわからない。（A）
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区分

人 数 多

A B ぎA B 言† A 8 討

組 1 2 3 4 1 2 3 4

ア 4 12 13 8 1 4 1 1 3 2 7 3 9 2 8 16 2 5

イ 上 5 9 16 11 5 3 8 7 51 2 3 7 4 4 4 5 2 4 7

ウ 7 7 1 9 3 3 2 2 2 4 10

34腰21
2 3 21∧

エ 1 1 5 2 1 0 1 7 4 11 6 9 7

× 中学の時も文法砂語句等を授業として受けたし，－一学期の授業内容は中学の時より高か

ったとは言えないので，たいして力はついてい凌い。家での学習を怠っただけ，力は一

時的に（？）低下していた。（A）

× しだいしだいに低下してぃった。（A）

× プリントの注釈が多すぎて，自主性を欠き，勉強をしなくを少，タメに怒った。（A）

□ て記述なし）（A）
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2）力がついた（力がつかない）と思われる場合，それは主に以下のどういう面と関連し壊すか。

了 古文の表現方法（かなづかい砂言い壇わし）への慣れ。

古語の理解（語費が豊か托なった。）

文法の理解。

その飽。

「その他」の具体的記述内容

Ai冒…芸Bi冒；芸計‡冒…芸
○ 各古典の歴史的托しめる地位（A）

○ カ／が多少£くなった。（A）

J 古典常識に対する慣れ。（A）

× 古典常識についての知識。（Aj

x 時代，填た文化背景，その作品を生んだ土壌静思想等0（A）

X 読解力。（A） 読解。（A）

× 文妖把対する注意を怠ったため。（A）

㌦16‡仙



区 分

人 数 多

A B A B 計 Å B 吉†

組 1 2 3 4 1 2 3 4

－ア

○ 16 14 16 8 5 3 3 7 5 4 18 72
l

4 7 41 4 5

× 3 5 2 8 1 1 1 0 18 3 21 16 7 13

1‘

○ 4 11 11 7・ 1 0 0 0 3 3 1 3 4 2 9 2 21

× 10 9 8 14 3
2 7 4 41

16蔓57
3 6 3 6 3 6

ウ

Ii

○

l

8 6 14 3 4 4 2 5 31 15 4 6 2 7 3 4 2 9

× 8 7 2 7 3 3 5 3 2 4 14 3 8 21 3 2 2 4

エ

○ 0 0 1 2 0 0 0 0 3 0 8 3 0 2

× 1 1 0 4 0 0 1 1 6 2 8 ′5 5 5

＜注＞ 各選択放の○，×結，「力がついた」とするものが○，「力がつかなぃ」とするもの

が×である。

古文の文章に不慣れであれ 読むことにアレルギー反応を起こすから。（B）

語費の理解が少々足ゎない。（B）

（記述改し）。（A）
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3）力がつぃた（力がつかない）と思われる場合，その原因は主に，どこ把あると思ぃ壇すか。

古文への興味◎関心（がある。がなh。）

自分の努力（綻よる。が足りない。）

ウ 授業の進め方（がよい。が悪わ。）

その他。

「その他」の具体的記述内容

A｛冒1雷雲患若冒…芸計‡冒且言霊
○ 文学史で系統的把学習した。〔1…ア〕（A）

○ 勉強の方法を変えてみたからだと思われる。「戸少し細かい点把も気を配ったということ。

叫か中8の時ははとんどやらなかったとぃうこと。〔1－－7〕（A）

○ 古文把周期的把接するという習慣のため把。〔1－エ〕（A）

○ ともかく古文把接し，凌が少なカ把も理解したということ。 〔且叫エ〕（Å）

○ 中学校の時把結古文を学習する時間が少なくタ それゆえ古文紅旗する時間も短かった。

しかし，高校把なると「古文」とぃう授業が始壇．り，その教材およびそれに閑適したも

のを何と按をく見てゆくうちに慣れが生じて，読解サる力が少しついた。

〔1－エ〕（志）
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区 分

組

放

Å 言う 計

孫

巧
ヽ′

A 3 6

タ

2

31 14 4 5 2 7 3 2

計

2 8

18 5 2 3 16 11 14

2 2 5 2 7 19 11 17

10 11 13 4 2 2 0 6 2 3 7 4 5 3 9

U
15 8 18 13 t l

13 16 11 10

12 14 10

くく注＞ ○⑳×の記号把つぃて払 前項珍の淀を参照0

○ やぼカ実力をつけるには参考書などを自分でやらねば覆ら凌いと思うが，それをする時間

がなかった。ただ興味があったので，「平家物語」を読んだ。〔1叫イ〕（A）

○ 凄）壇力好きではなぃが，完全に放愛せず把，部分部分把集中して一得に興味の持てた部

分一挙習したので。〔1Ⅶイ〕（A）

○ 期末試験があるから，それの準備のため把仕方なくお勉強し優した。（はんね）。

〔1…ア〕（A）

○ 試験がある。〔1叫ア〕（Å）

○ 古典把興味があっても，いざ学習とぃう段階に覆ると気分が乗ってこなぃ。学校の授業も

学習意欲の持続が吊雛である。〔1～イ〕（A）
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C 興味ふ関心はあったが，努力が足わ夜かった。し1…イ〕（A〕

○ 文法はすぐ覚えられるが，語餐夜どを覚えるには沢山文章を読壇ねばなら夜い。そ

れだけの根気が僕把はをかった。〔1－イ〕（B）

○ 特別な原因なし。〔1－イ〕（Å）

○ 成わ行き。〔1－7〕（A）

× 時間が少なくて，文章を自分でじっくわ読むことができない。〔1叫イ〕（A）

× 要領よぃ勉強の仕方ができなかった。（特に，文法面）。〔1－イ〕（B）

× 読解力というものは叫朝一夕につくものでは覆いから。〔1叫り〕（B）

X 教師の能力。 授業の積極さが欠けている。（二1－ウ〕（A）

× 完全無欠に勉強を怠ったこと。〔1一エ〕（A）

X 努力ということもあるが，叫学期を古文学習におぃてエアポケットにするのは，当

初の予定過少。〔1－エ〕（A）

× 眠気。〔1－ウ〕（A）

× 水痘休暇◎◎◎◎。（二1Ⅶイ〕（A）

× （記述なし）〔1－ア〕（A）
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4）教材どとに配布されたプリントを，どの程度，利用し優したか。

ア 何度か繰り返し，目を通した。

イ さっと目を通した。

り はとんど（壇ったく）目を通さ夜かった。

エ

その他。

5）プリント払 古文学習の上で役に立ち壇したか。

ア か夜力役把立った。

イ ふつう。

り ほとんど（凌ったく）役把立た夜かった。

エ

その他。

6）プリントを利用した場合，どのよう夜利用法を試み壇したか。

ア 文法面の参考◎手掛カとして。

イ 読みの練習として。

り 語句の意味◎現代語訳の練習として。

エ

その他。
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4）プリントの利伺篠鑑の「その他」 A lO名，B 7名・計17名

○ 文法面で疑問の生じた所だけ，辞書を引くよう紅利昭した。〔1－アニー（A）

○ 必要綻応じて参照，利用した。〔1－ア〕（A）

○ 時間が余っている時ヤ，不明な点があった時のみ目を通した。〔1－7〕（A）

○ びっかかった所だけ見直した。し1叫イ〕（A）

○ 時々必要把なった時（テスト前等）目を通した。実際，2～3桓】把過ぎなかった。

〔1－ウ〕（B）

○ 授業中，文法のことを書き加えたゎするのに利鞘した。〔1－ア〕（B）

○ 授業中にノw卜がわカ綻利鞘し，その面で非常によく目を通した。〔1¶ウ〕（B）

△ 期末試験前把目を通したのみ。〔1－ウ〕（A）

△ 試験前に重点的把目を通した。〔l－エ〕（B）

○ じっくカ1回読んだ。〔1≠ウ〕（A）

○
一度じっくわ読んで，下の注を見をいで品詞分解をして，二度と読みかえさなかっ

た。〔1－イ〕（B）

△ 最初の方のプリントだけ目を通したが，後は目を通さザ。〔1－ア〕（A）

△ 前半の方（文法事項の説明してあるプリント）はくカ返して目を通したが，後半の

方（何も薔ぃてをh方）ははとんど目を通さなかった。〔1－エ〕（B）

△ よく読んだものと読壇なかったものとある。〔l－イ〕（B）

× もっと利用すればよかったと後悔をしてい壌す。〔1Ⅶイ〕（A）

× 教科書とかさ覆るプリントの意義を疑う。〔1Ⅶウ〕（A）

X 完全無欠把目を通さなかった。〔1－エ〕（A）

5）プリントの効果（利用価値）の「その他」 A lO名，B 2名，計12名

○ 活用形を見るの把わかカヤすかった。〔1叫り，4－エ〕（B）

○ 役把立つよう把利用すれば，十分浸剤用価値のあるものであったと思う。〔1≠イ，

4－イゆエ〕（A）

△ 利用すれぼ役に立ったと思う。〔1－イ，4－ウ〕（A）

△ 役把立てなかった（私が）。〔1叫り，4－イ〕（A）

△ 自分で調べる手間がはぷけた。〔1－イ，4－エ〕（A）
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△ 期末忙は役把立ったが，古文学習の上ではno〇〔1－ウ，4－エ〕（A）

△ 注の内容について払 自分としては利用しきれるだけ，実力がつぃてぃなかった。

〔1－イ，4仙イ〕（B）

△ 自らあ壌少利鞘してい凌いので，役把立つものかどうかわからない。＝－ウ，4

－イ〕（A）

△ わからない。〔1－エ，4－エ〕（A）

△ 見なかった。〔1－イ，4－ウ〕（A）

× もっと合理的把要点をおさえたプリントを作れ〆〔1叫り，4叩エ〕（A）

× やる気が失せた。＝－エ，4¶ウ〕（Å）

6）プリントの利用方法の「その他」 A12各 B 4名，計i6名

○ プリントに，授業で学習したこと，教科書の脚注の重要点を壇とめて頭注としてつ

けて，自習は主にこのプリントで行なった。〔1－エ，4，5，6－－プ（イ）〕

（B）

○ 下欄（の解説）がほとんど番いてないもの把つぃて払 自分で調べて薔き，文法書

と照らし合わせたカ，教師に闘ぃたゎした。〔1－ブタ 4帆イ，5，6－ア〕

（A）

○ プリントに自分で赤ペンで注釈（文法◎意味）を書き込んで利用。その後何回も読

んで記憶。（行の間隔が広くて便利）。〔且－ア，4，5，6仙ア（ウ）〕（A）

○ 練習問題として，下の解説の部分を隠してタ 傍線部の文法事項を考えてタ 下と答え

合わせする。〔1－ア，4－ウ，5，6叫イ〕（A）

○ ノートがわゎに利鞘しプ 授業の模様を著ゎた。〔1…ウ，4wイ，エ，5，6－ア〕

（B）

○ ノートとして。〔1－イ，4，5叫イ〕（B）

○ 品詞分解の練習。〔1…イ，4¶イタ 5，6wア〕（A）

△ 試験前把読み◎書き取カのドリルに使えた。（ふカがなが結ぶいてあったから）。

音読の練習把は教科審の方が利用しやすかった。＝¶イ，4，5，6－ア〕

（A）

△ 試験前の総復習（意味⑳読み＠書き）。一皮だけ。＝－ウ，媛グ 5－ウ〕（A）
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△

学期末に，授業の傾向◎重点を見る参考にした。〔1－エ，4，5－ウ〕（A）

△

教科書と同じ。〔1－ウ，4，5－イ，エ，6－ア◎イ。ウ。エ〕（A）

△

教科書を忘れた時に使う。〔1－7，4－イ，5－ウ〕（A）

△

目を通すだけで，裏は計算用親。〔1－ア，4，5－イ〕（8）

×
利用せず。〔1－エ，4，5－エ〕（A）

×
利鞘しなかった。〔1－ウ，4，5－ウ〕（A）

× 計算用紙，親飛行機。〔1仰エ，4，5－ウ〕（A）

7）古文の文法を「一定期間，系統的把凌とめて学習する」具体的恵方法として，以下のどれが

よぃと思い壇すか。

ア
ー学期いっぱいくらいかけて，全体的把一過力見渡す。

イ
ー学期の半分くらぃかけて，重点中心に－一一通ゎ見渡す。

り 古文にある程度接した二学期の前半の時期をあてる。

エ 本校の現状では無理なので，一定期間あてられなくても止むをえない。

オ その他。

「その他」の具体的記述内容，省略
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〔二補足の項目〕 15各 B 5名，計 20名

「上記項目のはか，授賽把対する注文があったら，何でも書きなさい。」

＜注＞ 4クラスのうち，1クラスは指示を忘れて，書かせなかった。

1．授業内容に関するもの。

○ 文法的をことは十分確認できるよう把徹底的にやるペき。語彙についても十分を知識が

得られるように，文中での意味だけでなく，他の意味も例文を出して説明した方が面白

h。〔1－ア〕（Å）

○ 授業での文法のウェイトをもう少し増してほしい。〔1－イ〕（B）

× ぼくの場合，文法が全然わからなぃので，内容絶遠中心では，あぜタカ把なら凌いと思

や

ぅ。〔トーウ〕（B）

△ 授薬経つぃて
仲

良かったけれど，敬語のときのようを系統的な授業も時々やっては

しh。〔1－ア〕（A）

△ 授業形態に読みを多く入れてはしh。〔1－ウ〕（B）

△ 古文を外国語と考えて，一応訳を試みるのはどうでしょうか。〔1－ア〕（B）

○ 今の授業のやゎ方に非常把満足してぃる。（二見叫ア〕（A）

△ 広く浅く。〔1～ア〕（A）

× 中学で古文をやる夜㌔ 〔1－ア〕（Å）

× 民塾秘伝のオーブンプ 〔l～ウ〕（A）

a 授業の進め方把関するもの。

△ 特に基礎的理解の問題は（文法など），生徒発表を戦力入れるのもよぃと思い壇す。

（授業テンポがあ壇力把も遅くならをい程度把。）〔1－ア〕（A）

△ 先生中心の授業から，先生砂生徒半々（生徒把やらせる）授業へ。＝－イ〕（A）

△ 眠気をとばすために，授業開始25分から8分ぐらh雑談する。〔l－イ〕（B）

△ 授業把迫力がほしぃ。しらけてもぃぃから，パンチを入れ夜ぃとだれてし壇う。

〔1－ア〕（A）

△ 月曜の5時間目は5分短縮する必要はなhのでは凌いか？集会の前であるから，少し

延ばしてもよいのに⑳◎⑳◎争。〔1叫イ〕（Å）

△「あと2分で終力壇す」とか言わなぃで，延長してもぃいからがんばってやって下さい。
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〔1－イ〕（Å）

a 試験把関するもの。

△ 期末試験に文法事項を出すの夜らぼ，授業でもっと扱って下さい。扱わ凌いのなら，試

験かこ出さないで下さい。〔1仙イ〕（A）

△ 古文一学期における試験（の成績）の85多払 その試験の前日の日曜日把よってとれ

たものです。即ち，日曜日のた澄ものです。（プリントはほとんど使わず，教科書を使

った。）〔1－ウ．1（A）

4．その他

○
－－学期前半に配られたようなプリントは有効と思うので，再び文法的説明のついたプリ

ントを配ってぃただきたぃ。（さらに詳しぃとさら把よい。）〔1－イ〕（A）

○ 日本史の本を読みながら授業を進めると，古文綻興味が持ててくる。〔1叫り〕（A）
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資料Ⅳ 絹和52年慶 第1学期高1古文期末試験成績分析

（出題文）1．「つはものだてける者，わが影を見て恐れをなせる語」（今昔物語集）の前半部分b

2．「魔の谷」（ユF家物語）の教科書掲載分の全文。

く二注二＞ プリント補助教材「利仁の将鼠 若き時…。…」は，試験範凶からはずした。

1）問題憤怒別平均点の比較

ぼ 語句の読み（24点） 書き取り（9点） 1×33

（蔀 未然形以下の活稲形の名称（6点） 1×6

食 用言の活弼表の完成と文中の清岡形の名称（10点）1〉く10

（軒 助動詞の文中での意味と活用形の名称（6点） 1X6

㊥ 文中からの係わ結びの締出（7点） 1×7

（む 文中からの尊敬語。謙譲語の摘出（6点） 1×6

① 文中の語句の意味。現代語訳（20点） iX20

＠ 文中の空欄に適切な語句を充当（6点） 2×3

④ 作中人物に対する作者の見方身許偶の記述（6点）3×2

E 読みさ書き取少 33点

径〉～麺）の合計（文法問題）、 35点

tカ～④の合計（意味8訳¢内容問題） 32点

E～（彰全体の合計 100点

…174一

A B A－B

董2a8 2 a 8
≠1．0

5．8 5．9
一≠－0．1

7 9 a 8 1．1

屯5 4．1 α 4

4．6 4．8
≠0．2

4．4 4．7
仙0・3

事

14．6 15▲ 4 －a 6

5．1 5．5 ーa
4

4．0 4．2 －0．2

2 a 8 2 a 8 …1．0

2 て 2 2 a 3 α 9

2 3．9 2 5．1
wl．2

7 a 9 81．2
・－1．3

A 本附属駒場中学校出身者 118名

B A以外の中学校出身者 44李ち
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資料Ⅴ 「古典学習把つし1ての生徒の意識」調査から

（対 象）

（調査期日）

本校高1生徒 158名

昭和52年6月下旬

8）高等学校で古典を学習し始めてから現在く注，52年6月下旬＞に至る壇での間把，あなた

自身，古典学習の上で，帝把何か意識上の変化を自覚することがあったら，それを以下に箇条

書きで書きなさい。

人 数 多

＜1＞ 良い方向把変化した，とするもの。

1）興味◎関心が持てるよう把なったとするもの。

2）理解が進んだ，わかるようになってきたとするもの。

3）古人砂歴史身民族砂社会。言語等に関するもの。

4）学習の必要に関するもの。

5）上記以外の内容把関するもの。

くこ2＞ 授業への批判凌hし悪い方向に変化した，とするもの。

＜3＞ 日が浅いのでわからなぃ，変化は特把感じられ凌い，

とするもの。

＜＝4二＞ 全くの無記述のもの。
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く1＞のl）興味抄関心が持てるようになった，とするもの。

○ 以前払 古典などはかたくるしくて，つ壇らなぃものと決めてかかっていたが，実際や

つてみれば，かたくるしさは変わわなぃが，話の内容が単純で，案外かもしろい。あら

かじめ内容を推測すること把興味を抱ぃた。

○ 内容把興味を感じるようになった。

○ 文法の復習をすることで読解が楽把なった。（漢文は壇だわからない。）

授業以外に少しでも読むことで興味がわいた。

○ 壇だちょゝつとしか授業でも読んでゎなhから，よくわからなわ。

だんだんおもしろぃと思うよう托怒った。

○ 凌）る程度文法がわかるよう把なったため，古典の内容自体のおもしろさの方にも目が向

くようになってきた。

∠ゝ 古典があ壇カきらいで夜くなった。

△ 古典把少しは興味を感じることができそう把なった。

01．漢文と英文との共通点を見いだした。

a 古典の卑もしろさがわかってきた。

∠ゝ 初めのうちはあ壇カおもしろくなかったが，中にはおもしろいものもあるものだと思う

よう把なってきた。

○ 古典を読んでみようとぃう気紅なった。

○ 初めは古典に対し，ただ，難しいもの，面倒蔑ものと思っていたが，内容を理解してい

くうち把，多少とも興味を感じるようになった。

○ 実力は割烹どついたとは思えなぃが，それでも，作品把親しみ，それ綻凛つわるエピソ

ードなどを開く経つれて，多少，興味を待った。

○ 最初のうちは必修なので仕方なく予習した感があったけれど，最近は小説をどを読むと

きのような興味をもって予習するよう把なった。

○ レゝちぃち辞薔を調べをくても，古典文学の意味が大濠かでもわかるようになカ（注釈あ

りで），読むのが楽しくなってきた。

○ 中学校のころ払 古典の学習というものを自ら敬遠していた£うだったが，高校把入っ

て数量ながらも古文とぃうもの把接しタ 意味などあや遥、やながら，読み進むうち綻古典
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把興味を持ち始めて，自然把学習にも戦ゎ組むよう綻なった。

△ 高等学校で古典を学習し始めてから現在に至る壇での間，二か月半，このような短期間

ではあ壌勿変化を自覚できないが，しいて言えば，古典に親しみを感じるよう把なった。

（⊃古文の文法に興味を待ったが，なかなか難しい。今壇で古文というと敬遠しがちだった

が，わカと面白いものとも思うようになった。

△ 1 僕自身は，古典学習の目的は古典の文法その他を理解することを目的としているの

ではないと思ってぃるから，広く浅く勉強したぃと思ってい壊す。

ま ゎくつか作品を読んでいると，助詞◎助動詞などは自然把”ヵン”でわかってき壇

すが，古語は自分には理解し拓くい。

亀 吉典はつ壇らないと思っていたら，話が読んでわかるにつれて面白くなってき壇し

た。でも，日本語のくせ把英語よ力むザかしhので，しゃくです。

く且＞の2）理解が進んだ，わかるよう把なった，とするもの。

○ 中学校では大意をつかむので精…杯だったが，登場人物の細かい気持ちがわかるよう把

なった。

○ 初めは慣れてぃをかったせいか，古文と開くだけでもいやだったが，最近はゃ把話の筋

がつかめるよう把浸った。

○ 読みやすく怒った。濠た，意味もだいたゎとれるようになった。

0 l．文法的に疎く追求するようになった。

え 個々の古語の意味を覚えるようになった。

昆 作品全体を見てみるようになった。

4・古文読解が特把困難で夜くなった。（と言っても，むずかしぃ。）

5．授業がおもしろくなった。

○ 中学生のときは古文は大の苦手であったが，最近は辞書をこ凄めに引くように怒ったの

で，文の内容がだいたゎわかるようになった。

△ 初めは旗抗を感じたが，今は少し抵抗が減った。

01．私たちは口語の文章を読む把あたって文法夜どははとんど気忙しなぃ。なぜ夜らば，

口語ではどのような言葉につhても経験で知っているし，その活。弼もその場に合った

ものが自然と理解できるからである。
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ま 中学生のときタ 古文を読むとき綻は口語文と同じようを気持ちで，文法的なことは

あ填り頭把置かず把読んでいたので，重賓なところで意味をとカ適えたりすることが

あった○ しかし最近，いろいろな作品を学校で，家で，読んでいるうち托，しだぃ托

文法の重要性を理解してきたよう把思う。なぜなら，私たちは現在，古語を日常生活

において使喝しないからであるっ

a 最近読む文牽の意味はだいたゎ理解できるようになってきた。

01・原文だけでその壇壇意味がとれるよう綻なったのもある。

之 旧字体把慣れた。

○ 昔よ力も楽に異和感なく読めるよう終夜ってきた。

○ 中学生のときは文法をはとんど無視していたが，高校生把なって気托するようになった。

その後，文法が気托なって仕方がなゎこともあるが，その反面，読みの正確さが増した。

古文の一節をときどき口紅するよう把をった。

く1＞の3）古人⑳歴史砂民族⑳社会珍言語等に関するもの。

○ 古典を学ぶことは晋の人々の生活様式砂考え方⑳物のとらえ方夜どを理解することが重

要で，現代のぜぃたくな毎日を過ごすわれわれ若者たち把とって，それは非常に有用な

⑳⑳

ことだと考えるようになった。そして，その教訓的を審がらをかてとし，明るい未来を

築ぃてゎこう㌔ という気が生じてきた。

○ 古典の読解が手近なもの把なるにつれ，古人と，日本人としての現在の私との歴史的な

つながカを，壇だ理解したとは到底言えなぃが，た壇把ふと考えてみる機会が多くなっ

た〇

○ 時代背景にも興味もわって，歴史が面白く怒った。苗代の人々綻対して近密感を感じて

いる。

○ 表記の方法が多少かわっても，話の轟把流れる心は古今かわらないこと把気づき壇した。

古典を堅苦しく考えず把，ある程度の余裕を持ちながらびとつひとつの言葉をてぃねい

に扱ってぃけば，古典もすべてがわからなぃというわけではないことがわかカ凛した。

O 上 古典に£カ親しみを感じるよう把なった。

a 古典がわかカヤすくなった。

a 苗わ時代のことがわカ把具体的把よくわかってきた。以前はもや冬やした気分だり
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た。

○ たとえば，今昔物語が武士階級の進出する時代把書かれていたり，平家物語が貴族僻級

の没落する時代把書かれていたり，ということを見ても，古典を読むとき托その社会的

背景を考えることが大切だと思った。

01．古人の物の考え方と自分の物の考え方を対比して考えるよう把なった。

2．‾古文の発しさがわかるよう把なった。

a 文法がよくわからなぃので細かレゝことがよくわからなぃが，古文のリズムを感じら

れるよう把なった。

○ 実際にあった音の審がらを，言葉を通して読むことによって，昔を思ってみる気汚が強

くなってきた。

○ 日本民族把は日本民族としての集団遺伝のような形で伝わってきている「考え方」，ぃ

ゃ，「感じ方」があるのだとぃうことを，あらためて認識させられる思いがする。「枕

草子」夜ども貴族文学托すぎず，農民からの搾取の上把成卓立っているという欠点もあ

るのだが，やは少文学的に面白いと思う。特に意識上の変化と言われれば，私のフェミ

ニズムが進んできたようを気もする。

○ 最初のうちは，古文などというものはどれも皆同じ形のものばかわと思っていたが，現

代文と同じよう把ジャンル（随箋砂日記◎さ◎令◎）別で表現のされ方などが異なカ，その

形式に托した作者の意図というものが，多少わかるようになってきた。

○ 古文把ある程度の量接してくると，これは言葉というものに共通なことかも知れないが，

現代文と古文とを比戟してみると，言葉というものが時代の流れで大きく変っていくと

いうことを，改めて実感したようだ。

○ 古語と現代語は，割烹ど適わないような気がしてきた。

01・同じ日本語であるにもかかわらず，意味を読みとるのが非常にむずかしいので，古

文の勉強はおろそかにできないと痛感した。

え 古文独特の言い壇わし把非常に関心を持った。辞書や文法書なしで読めるように早

くなゎたいと思う。

a 現代語よわ古語の方が発音がきれいをような気がする。

01・古語辞典の利用価値の高さと，引き方を学んだ。
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2・城代語の中にあらわれる古語について，おもしろいです。

○ 習いたての頃の暗号解読という感覚から，日本語として考えることができるようになっ

た〇

○ 漢文を読んで，中国の人のスケ≠ルの大きい生き方がうらや壇しかった。

○ もっと漢文を読み，中国の古人の理想としたものを考えてみたいと思った。

○ 古語を覚えようとするよう把なった。辞書を引くようになった。

01・「光陰矢の如し」ということわざの意味を知り壊した。

2・一見無駄に思える事物が，実は大切なものなのかも知れないと思うことがあゎ壇す。

＜：1＞の4）学習の必要把関するもの。

○ 特把ないが，古典全般について言うならば，読む必要性があると感じはじめた，とぃう

ことである。

○ 文法が思ったよカ難解なので，もっと勉強し夜ければならない。

○ 文語文法につぃて学びたい。

○ 古文払 文法（特把助動詞と助詞）にやや抵抗を感じる。漠文はあカ濠せん。

○ どうしても文法を中心把ヤってゎこうとしてし壇う。

○ もっと文法や語受に精通して，理解を務めねば怒らぬと思った。

○ 古典把対し辞書を引き自分で学習してみると，かなカ全般的な広h視野で理解できる自

信がつき，他の教科の自信ともなった。古典だと現代語と同じ表現で意味の逢うことば

も多く，語受を中途半端托してはならなぃこともよくわかったが，具体的にどう理解し

ていけるのか，わからない。（学習法がつかめない。）

○ 語餐が不足だと，なにかと不安になるから，やはカ語餐が多ぃ方が碍だ。

（〕初めは古文学習は文法が大変なのかと思っていた。 しかし，それよカ古文特有のこ

とばや言い壇わしを理解することの方が大変であるように思えてきた。漢文は特にない。

○ ある新しい作品にぶつかったら，文法や解釈を後回しにして，壇ず声を出してできるだ

けすらすら読める填で練習するようになった。

○ 古典は付け焼刃ではダメであるということがわかった。

○ 中学の問（教駒）はそれほど難しぃと思わなかったが，高校把なって感じめにやってみ

ると，だんだん難しさがわかった。
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○ 以前よカ難しぃと思うよう把夜った。（特陀，漢文の読み。）

○ 入学当初は教駒申出身の連中は文語文法の学習を既忙していること把圧倒され，嫌な気

がしたが，真面目にやればそう難しくもなく，まあ第二外国語のつもカでやれば，こん

夜楽なことはある凌いと，毎日2′〉5語の現代語と意味の違う古語を覚えることから，

この”アイガー北壁”征服を開始した。箇条書きで書くと，

1．最初いやだった古典学習把ある程度興味を感じだした。

2．漢文は（よい先生に患壇れたせいか）よくわかって，漢文アレルギーを克服した。

a 古典の勉強に予想以上把時間がかかったため，他の教科の勉強がおろそかに浸った。

○ 古文というものを学習するとき，単終日本譜の昔の形というのみならず，新しぃ外国語

を習うよう夜意識が必要なことを身をもって感じた。

○ 最近になって，古典は外国語を学習するのと同じ意志で学ばなければ食ら凌いと思うよ

うに浸った。

○ むずかしく，壇た，慣れないので，つい受け身的に授業を問ぃてし壇う。早く慣れるか，

コツをつかむかして，やっていて面白いもの托したい。

○ もっと勉強しなければ夜らないと思う£うになった。

○ 古文の文法が重視されてきたせいか～ 古文の学習忙やや抵抗を感じるよう把なった。

（読むことは好きだし′ 古文の文章には悲抗夜く接しているが…◎砂◎）。文法をマスタ

ーすれば，この点は解消されると思う。

0 1 古文の語受の力不足で，文章をはっきカつかみとれ夜hことにもどかしさを感じ‰

ま 英語よ力も勉強しにくいことばだと痛感してきた。

a 学校の授業だけでは語費もあ壇カふえそうもないし，やはカ自分で何かしなければ

という必要把迫られてきた。

0 1古文把対する感覚があやふゃで，かえって重荷にをってきた。

え 理由は，古文の学習方法が漢文の学習方法に比べて，文法内容にかけているため。

と，語褒の把握がむつかしい。

01．古文は，最初のうちはプリントを読むことが

超（
くだらない，めんどくさい，身につかなぃ

あはらしい，ばからしい，やめたはうがぃい
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‡と思った。



今，イヤイヤながらプリントをやると，思ってたより，

i三三三言；去……，し；ご三；三…；ニ；≡……；……‡
と思ってぃる。

a 漠文は，壇だ何とも思ってないが，めんどくさそうだ。

＜1＞の5）上記以外の内容に関するもの。

○ 英語で書かれた詩（もちろん簡単なもの）を，古文調で訳すようになった。

○ 何となく人間が落ちつぃてきたような気がする。

く二2＞ 授業への批判なぃし惑ぃ方向に変化した，とするもの。

× 古文は解釈のみで，現代国語のよう把主題の深い理解⑳討論が足少ないと思う。たとえ

ば，平家物語など「主題は全編に通じる無常感である」と教えられてから読むのは，先

入観を生むもとにな力感すヨプ

× 古文，先生のせぃか，かもしろくをh。

X l．古典に対する興味が色あせてきた。

え 古典学習が重荷になってきた。

a 古典を学習する意義はほとんどないと思うよう綻なった。

4．高校生が全員国文学者になるわけではなぃ。なの把何故，学習するのか。

5．選択科目にすべきである。文部省は誤ってぃる。

× 1興味が突然半減して，古文を勉強するのが繰に覆った。

乞 わカ把チョロイと思った。

a もっと語餐が豊富でなぃと，つぃてゆけなぃと感じた。

◎ 眠気にカツ．ゲ

× 古典の学習はあ壇力面白くなぃと思ぃ始めた。（ただ作品を読んで解釈するだけではな

く，そこ把あらわれる内容の吟味をもっと深くやカ，文学史におけるその作品の位置な

どもゃったらよい，と思う。）

× 昔（中学一年どろ填では）タ 古典はおもしろぃものだと思ってぃた。しかし，今はもう

◎◎◎◎◎。ねむいのねむいのとんでいけ。
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中学のころは少しは興味もあったけれど，高校把なってからはひたすら拒むずかしいだ

けで，よくわからなくて，興味もわかなぃ。

文法がむずかしくて苦しんでいる最中なので，そんなものを感じる余裕は凌い。

1．古文を読んだあと，現代文の同系統作品を比べてみようと思う。

（二例ノ1徒然草と小林秀應の「無常とhふこと」

え 現代文を書いているとき，かなづかぃの誤りを多くするよう把なった。

a 古文単語魯文法も，われわれが意識して覚えねばならないほどの意義が●あるのであ

ろうか。

古典が壇す壇すきらい把なった。

以前は漢文も古文も興味をもって読んでいたが，高等学校に入って，漢文は興味がある

が，古文はあ壇力興味を持て薇くなった。

1．どうも僕は中学校時代から国語が苦手であったが，ここを受験する把あたって，

（いやいやながら）内容読解◎口語文法などを，しかたな－くな－くやった。それで

もやはカ，国語はかったるいなあーという先入観念からぬけられ夜かった。

え ところが，古文の授業を受けてみておどろぃた。先生把は失礼ではあるが，授業は

雑談が多すきてだらけてし壇って，あ壇カおもしろくあゎ要せん。でも，教科書把は

限力壇せんが，古文を音読してぃくにつれ，う壇く書き表わせ要せんが，心のうちを

感動がわき上ってくる感じがし壇した。とく把，一つの話を読み終った後，内容のわ

からないところはあわ濠すが，気分は爽快です。
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